
1 

 

１０月９日のウクライナ情報 

安斎育郎 

●イギリスのトラス首相、ラジオで政策責任を問われる（2022年９月３０日） 

トラス英首相、BBCの地方ラジオ各局に出演 経済政策に厳しい質問相次ぐ。 

〈Bloomberg、１０月１日〉約５０００人の英国籍保有者を対象にした調査で、トラス首相は辞任すべき

だとの回答は約 51％。クワーテング財務相の辞任を望んだ人は 54％に上った。 

 この結果は、トラス政権が１週間前に発表した財源の裏付けのない大型減税計画でトラス氏や与党・

保守党の評判が傷ついたことを浮き彫りにする。29日にタイムズ紙が掲載したユーガブ調査では、保

守党の支持率が最大野党の労働党を大きく下回った。 

https://www.youtube.com/watch?v=3gKHslL9WC4 

 ※安斎注：日本のマスコミで、首相とこういうやりとりは出来るだろうか？ 

 

トラス首相就任後１週間で、ロンドンでは「燃料代を支払うな」ノデモ。 

 

●ワルシャワで光熱費の高騰と石炭不足に対するデモ（２０２２年１０月８日） 

 ４月からロシアからの石炭輸入を禁止しており、燃料不足対策として森で薪を集めることを許可して

いる。 

https://twitter.com/Tamama0306/status/1578409825859678208?t=OQXft

gTJxcdaVTcB2vMJUg&s=09 

 
 

●ＥＵ首脳、ウクライナ支援強化を確約 ガス価格上限は合意できず（ロイター、２０２２

年１０月８日） 

https://twitter.com/Tamama0306/status/1578535669780992001?t=yJKw-

FZraQOKY7tfbxgIfQ&s=09 

https://www.youtube.com/watch?v=3gKHslL9WC4
https://twitter.com/Tamama0306/status/1578409825859678208?t=OQXftgTJxcdaVTcB2vMJUg&s=09
https://twitter.com/Tamama0306/status/1578409825859678208?t=OQXftgTJxcdaVTcB2vMJUg&s=09
https://twitter.com/Tamama0306/status/1578535669780992001?t=yJKw-FZraQOKY7tfbxgIfQ&s=09
https://twitter.com/Tamama0306/status/1578535669780992001?t=yJKw-FZraQOKY7tfbxgIfQ&s=09
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[プラハ ７日 ロイター] - 欧州連合（ＥＵ）は７日にプラハで開いた首脳会議で、ウクライナに対する

財政、軍事支援の強化で合意した。ただ、天然ガス価格に上限を設ける案については、今回も見解の

相違を埋めることはできなかった。 

 今回のＥＵ首脳会議にはウクライナのゼレンスキー大統領がビデオ形式で参加。ウクライナ大統領府

のウェブサイトに掲載された原稿によると、ゼレンスキー氏は「ウクライナがロシアによる侵攻を食い

止めているおかげで、特にバルト３国、ポーランド、モルドバなど、欧州の他の地域にロシアはまだ戦

争を持ち込むことができていない」と述べ、ＥＵに対し、航空システムの増強のほか、再建のための資

金拠出などを求めた。 

 ＥＵ当局者は、ＥＵ首脳はウクライナの「軍事、財政支援の継続を確約」したとし、支援継続で一致団結

していることが示されたと表明。ただ詳細については明らかにしなかった。 

  一方、天然ガス価格に上限を設定する案については、ドイツ、デンマーク、オランダなどが反対する

中、今回も合意できなかった。ポーランドのモラヴィエツキ首相は首脳会議終了後に記者団に対し「電

力価格を下げる必要があることは誰もが理解しているが、その手段については合意が得られていな

い」と指摘。アイルランドのマーティン首相も、合意が得られるまで為すべきことは多く残されている

と述べた。 

 イタリアのドラギ首相によると、ＥＵの執行機関である欧州委員会は２０─２１日に開かれる次回ＥＵ

首脳会議に先立ち、エネルギー問題に関する提案を提示する。 

 
 

●2007 年ミュンヘン安全保障会議で NATO 拡大に対するプーチンの演説（２０２２

年１０月８日） 

 14年後、同じ場でゼレンスキーが核保有検討とも取れるブダペスト合意の見直しを口にするとは。 

https://twitter.com/v_fachiri/status/1578401035747328000?t=wDc-

wkXY6z3iRLBTWt15RQ&s=09 

 

https://twitter.com/v_fachiri/status/1578401035747328000?t=wDc-wkXY6z3iRLBTWt15RQ&s=09
https://twitter.com/v_fachiri/status/1578401035747328000?t=wDc-wkXY6z3iRLBTWt15RQ&s=09
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●メルケル「ヨーロッパでの永続的な平和は、ロシアの参加によってのみ可能になる」

（２０２２年１０月８日） 

 ドイツのアンゲラ・メルケル元首相は木曜日、西側諸国はウクライナへの支持に固執してきたが、ヨー

ロッパ情勢におけるモスクワの将来の役割についても心を開いておくべきだと述べた。 

 

●セルビア国民の 80％以上がロシア制裁に反対。ユーラシア連合加盟に賛成が大多

数（２０２２年１０月８日） 

スプリント・インサイト社の調査によるとセルビア国民の圧倒的多数、すなわち回答者全体の 81％

が対ロシア制裁に反対しており同数の回答者がロシアとの良好な関係に賛成しているという。 

 
 

●プーチン誕生日のチェチェンの催しはこんなもの（２０２２年１０月７日） 

https://twitter.com/i/status/1578589312912101377 

https://twitter.com/i/status/1578589620539117568 

https://twitter.com/i/status/1578589734561284096 

 ※１０００基のドローンで空中に絵を描いた。 

 

https://twitter.com/i/status/1578589312912101377
https://twitter.com/i/status/1578589620539117568
https://twitter.com/i/status/1578589734561284096


4 

 

●クリミア橋がウクライナ軍に爆破された瞬間（２０２２年１０月８日） 

 ウクライナ大統領顧問ミハイロ・ポドリアック：「クリミア橋、違法なものは全て破壊し、盗まれたもの

は全てウクライナに返還し、ロシアに占領されたものは全て追放しなければならない」 

https://twitter.com/i/status/1578655606726340608 

 

 

●アイルランドのクレア EU議員の発言（２０２２年１０月８日） 

ウクライナでの戦争が制御不能になるにつれ、平和のために発言する人々に対する悪質でスケープゴ

ート的な中傷が出てきた 

「取り巻き」／「操り人形」／「手先」／「工作員」 

戦争の恐ろしさに反対することは 

反ヨーロッパでも／反ウクライナでも／親ロシアでもない 

「常識的なことだ」 

https://twitter.com/Tamama0306/status/1578656811552759809?t=9gHWk

bwaHwJ-w60fxgG7nw&s=09 

 

「ヨーロッパの勤労者がこの戦争から得るものは何もない」 

 

●戦場の攻防（投稿、２０２２年１０月８日） 

ロシア軍のラピン将軍は、リマンからロシア軍を撤退させ、ウクライナ軍をだますことでロシア軍を

保持。同将軍は「ひそかに隊を再編成、追加の予備軍を導入し、弾薬と食料の配達を組織することに

成功した」と付け加えた。米軍に率いられた NATO 軍などの損失は、約 3 万 人に達する可能性があ

るという。 

https://twitter.com/i/status/1578655606726340608
https://twitter.com/Tamama0306/status/1578656811552759809?t=9gHWkbwaHwJ-w60fxgG7nw&s=09
https://twitter.com/Tamama0306/status/1578656811552759809?t=9gHWkbwaHwJ-w60fxgG7nw&s=09
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●ヨーロッパの人々の叫び（２０２２年１０月６日） 

欧州では反露制裁の解除を求める声が日に日に高まり、多くの人々が、国民をエネルギー危機に追

いやったこと、インフレの高騰や生活水準の低下を招いた政治的失策を必死に批判している。暖房は

贅沢品になりつつあり寒い冬がそこまで来ている。現地報告をどうぞ。 

 http://eritokyo.jp/independent/Ukraine-war-situation-aow1624.htm 

 

 

 

http://eritokyo.jp/independent/Ukraine-war-situation-aow1624.htm

